
.<一社)日本品質管理学会1509001 :2015シ

ンポジュームを開催
日本品質管理学会(JSQC) は、 4月23日(土)

rrOS9001:2015改正に伴う第三者審査の質向上」

をテーマにしたシンポジュームを開催した。小

テーマとして í2015年版に対応する審査技術J

を上げて、中保先生の講演をはじめとし、 5名の

方の発表がなされ、最後にはパネル討論が行わ

れた。当日は、組織の方、審査員の方、コンサル

タントの方、学識経験者など約100名が参加した。

.シンポジューム冒頭に中候先生の íIS09001:

2015改正のポイント」についての講演があっ

た。講演の趣旨は次のとおりである。

1.箇条4.1および4.2で組織の状況 (context=

事業環境や組織の実態)や利害関係者のニー

ズ・期待を踏まえた上で、箇条5.1でトップに

事業 (組織の存在目的の中核となる活動)とマ

ネジメントシステムとの統合を要求している。

今回の改正はいろいろな意味で大きなもの

であるが、中でもこの要求が一番大きなもの

である。マネジメントシステム認証の世界で

形骸化、 二重の仕組みの弊害を無くすために

今回新しく設けられた要求事項である。した

がって、 この要求に適合しないところには認証

書を出さないという認証機関の活動を期待し

たい。

2. 箇条6.1で、組織の状況と利害関係者のニー

ズ ・期待を踏まえた上でリスク及び機会を明ら

【ニュース】ニュース・ダイジエス卜

かにし、これに対する取り組みをマネジメシト

システムと統合することを要求している。これ

に対応して、箇条10の「改善J から予防処置の

要求が除かれている。 2008年版では是正処置

(8.5.2) と予防処置 (8ふ3) とが隣り合わせに

規定されていたため、予防処置の意味が正しく

理解されていなかった。本来、 予防処置は計画

段階でなされなければならないし、是正処置は

一連の活動が終了した後になされることであ

る。今回の改正で、 2008年版予防処置が言葉

はリスクと変わったが、計画の段階での要求事

項になったことは歓迎することである。ここで

リスク (risks) とは、不確かさの影響、 例え

ば、 事業環境の変化、 設備の故障、 人に起因す

る標準からの逸脱などをいう。また、 機会

(oppo吋山首ties) は、目標を達成するに都合の

良い状況・条件をいう。

3. 箇条9などで、マネジメントシステムの有効

性のほか、パフォーマンスという用語を使用

している。 マネジメントシステムの目的が、本

来は、 製品・サービスの品質・ 環境影響など

の結果を確保するためのものであることの意

図をはっきりさせた。さらに、 箇条10で、 製

品・サービスの改善を要求している。適合性

も重要であるが、それが結果であるパフォー

マシスに繋がっていなければ意味がない、と

いうことを明確にした要求事項である。

4. 2000年版で使用されていた手順書、 文書、

記録などをすべてdocumentedinformation 

(文書化した情報)という用語に変更した。い

ままでは、 IS09001規格が明確に文書化する

対象を規定していたが、 2015年では一切要求

しないことになった。その代わりに組織が必要

と決定したものを文書化することになった。文
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書化した情報を統一的に使用することから規格

には記録、手順という用語はなく、組織が状況に

応じて決定すればよいという要求になった。一見

要求が軽くなったように感じるが、実際は重くな

ったと思う。 1SOは文書を要求しなくなったとい

う表面的な誤解をせずに、必要なものはすべて

箇条7.5の要求に従わなければならないという意

味で、組織にとって規格要求事項は一段と重い

ものになったと理解したい。

.シンポジュームのタイトルは、 円OS9001:2015

改正に伴う第三者審査の質向上ー2015年版に

対応する審査技術-J であった。具体的には

J1S17021士2015規格(認証機関への要求)の

箇条4責任について5名の講演者と議論が行わ

れた。

JIS17021-1:2015規格の箇条4には次の規定が

ある。

4.4.1 認証の要求事項への適合の責任をもっの

は，認証機関ではなく，依頼組織である.

4.4.2 認証機関は，認証の決定の根拠となる，

十分な客観的証拠を評価する責任をもっ.

認証機関は，審査の結果に基づいて，適合

の十分な証拠がある場合には認証の授与を

決定し，又は十分な適合の証拠がない場合

には認証を授与しない決定をする.

この十分な客観的証拠を評価する審査技術に

ついて議論が交わされた

URL : www.jSQc.org/ 

.認証機関への改訂要求事項は認証の信頼性を

上げる

効果的なマネジメントシステムはビジネス要

素として不可欠なものであり、広く認められてい

る規格認証を受けることは組織に多くの便益を

もたらす。 1SOのマネジメントシステム規格の認

証を行う認証機関及び審査員に関する新規格に

より、認証プロセスはさらに信頼性のあるものに

なることが期待される。

1SO/1EC17021-1:2015 r適合性評価ーマネジ

メントシステムの審査及び認証を提供する機関
に対する要求事項、第 1 部:要求事項」は、認証

機関及びその審査員の力量に言及している。世

界中の官民組織が受けている認証の価値を高め

るために、この規格はあらゆるタイプのマネジメ

ントシステムの審査及び認証に適用することを

意図している。

.信頼性のツールを提供する

マネジメントシステム規格 (MSS) の審査及び

認証は、国際貿易には重要な資産であり、世界経
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済が長期にわたり健全であるために不可欠な存

在である。ビジネスパートナーとの信頼感の向

上、組織間の信頼及び顧客との信頼構築、サプ

ライチェーン供給者に資格を与えるための手段、

また調達契約に入札するための要求事項とし

て、マネジメントシステム規格への適合性の認証

書は世界市場において広く用いられている。

新しい1SO/1EC17021-1 を用いる認証機関

は、力量ある適切な要員を備え、適切なプロセ

スの手順に従い、一貫したやり方で審査を遂行

する有能な審査チームを保有していることを保

証することができる。ある認証機関が交付する

認証書がほかの機関が発行するものと同等であ

るということは、規制当局、顧客、供給者及び

他の利害関係者の信頼を生み出す重要なプラッ

トフォームである。

4砂何が変わったのか?
それでは、 1SO/IEC17021-1:2015は、その前

の版 (1SO/IEC17021:2011) とどのように何が

違うのか?具体的には、 1SO/1EC17021-1:2015 

は、認証機関によって認証書がどのように提供さ

れるかの信頼性を向上するために改訂され、この

改訂は次のことを意図、目的とするものである。

・地理的に分散したオフィスの認証機関が、組織

構造にかかわらず、業務管理及び組織管理の

有効性を高めるため。

・リスクマネジメントアプローチを強化するため。

・要求事項に対する審査時間、審査期間につい

ては、審査開始から終わりの会議時間が対象

であることを明確にするため。

+1SO/IEC17021:2011の認定を受けている認証

機関にどのような意味がありますか?

2011年版で認証を受けている機関は非常に多

くの改善を経験することになるであろうと、規格

を開発した専門家チームの共同議長であるラン

ディ・ダウアティー氏とアリスター・ダルリンプ
ル氏は言う。彼らによると、 「我々の考えでは、

現在の認証機関がこれらの変化に合わせること

は容易であろう。プロセスに大幅な変更を加える

必要がある認証機関はほとんど無いだろう。しか

し、多くの改善が必要である、認証の信用性及び

完全性を増すことになるとd思っている。 1

.広がるファミリ一規格

1SO/IEC17021-1はマネジメントシステム規格

の認証に関するファミリー規格の本体であるが、

他に以下の 6種類のマネジメントシステムに関す

る規格がある。

-環境マネジメントシステムに関する



ISO/IEC TS 17021-2 

-品質マネジメントシステムに関する

ISO/IEC TS 17021-3 

-イベントの持続可能性マネジメントシステムに

関するISO/IEC TS 17021-4 

-アセットマネジメントシステムに関する

ISO/IEC TS 17021-5 

-事業継続マネジメントシステムに関する

ISO/IEC TS 17021-6 

-道路交通安全マネジメントシステムに関する

ISO/IEC TS 17021-7 

ISO及び各国認定機関の国際的集まりの国際認

定機関フォーラム(IAF)は、認証機関が新規格の

要求事項ISO/IEC17021-1:2015を満たして業務

及びプロセスを提供するために、 ISO/IEC

17021-1:2015の発行日(JIS発行:平成27年8月

20日)から2年の移行期間に同意している。

詳細を記したISO及びIAFの共同文書はここか

ら入手可能である。

http://wwwおo.org/iso/home/news_index/

news_archive/news.htm?refid=Ref1972 

-セキュリティーマネジメント規格B516000が発
行される

BS16000 rセキュリティマネジメント一方策

及び運営上のガイドライン」が発行されている。

このガイドラインはセキュリティマネジメントの

基本原則を示し、あらゆる種類及び規模の組織

でセキュリティを効率良く管理するために何を

含めるべきかを述べている。組織でセキュリティ

の職務に関わる人だれでもが、第一歩として用

いるための、あるいは既存のセキュリティマネジ

メントを見直して改善するための枠組み、原則、

語棄が含まれている。

セキュリティマネジメントは、組織がその評判

及び財政の健全性を守ることによって組織の目

的を達成する役に立つ重要な戦略的能力を規定

している。

有効なセキュリティマネジメントは脅威及びリ

スクに単に対処するだけではなく、組織が機会

を特定して競争優位を得る助けとなる。 BS

16000は組織がセキュリティプロセスを計画して

実行するだけでなく、セキュリティ戦略を開発す

るのに助けとなるセキュリティの原則及び手段に

ついて記述している。

ある組織では自分たちのセキュリティのニーズ

の一部あるいはすべてに対処したセキュリティの

ソリューションをすでに実行したかもしれない
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が、この規格はその組織のセキュリティマネジメ

ントをどのように改善するかを決めるための見直

しあるいは監視に役立てることができる。

企業統治及びリスクに関する市場開発の長を

務めるBSIのアン・ヘイ氏は次のように語った。

「セキュリティについて明確な考えがあり戦略計

画レベルでそれを取り入れることから利益を得る

ことができない企業は一つもない。上位規格とし

て、 BS16000はすべての業種及び規模の企業で

広範囲に適用できる。環境、事業継続、リスク及

び品質などの主要マネジメントシステムはみなセ

キュリティの要素を含んでいるので、 BS16000は

これらの足りない部分を補うが、もっと詳しくセ

キュリティマネジメントを考察している。 J

BS16000は以下に関する指針を含んでいる:

.組織の状況の理解

-セキュリティの枠組みの開発

-セキュリティリスクアセスメント

-セキュリティのソリューションの実行

.セキュリティプログラムの実行

-セキュリティのソリューション(物理的、技

術的、有人の、情報の、手続的、要員などの

セキュリティのソリューション)

・セキュリティプログラムの監視

BS16000委員会の委員長であるマイク・ブルー

ストーン氏は次のように語った。「この規格は、

専門用語を使っていない易しい言葉でセキュリ

ティマネジメントの非常に重要な見方をまとめ

ており、大企業同様中小企業にも適切である。

BS 16000は、それに基づいて組織が良いセキュ

リティのプラクティスをよりよく理解できる基本

的なセキュリティマネジメントの原則を含んでい

る。新たな業界固有のセキュリティ規格の入り口

にさしかかったのである。」

BS16000は次の業界の専門家が協力して合意

に基づくやり方で開発された: ASIS、英国セキュ

リティ産業協会(BSIA)、 Corps Security、 City

Securityand R，白ilience (CSARN)、Con出luity

Forum (継続性フォーラム)、国家セキュリティ

検査局 (NSI)、 NHS Protect、 The Security 

Institute (セキュリティ協会)、警備業監督委員

会(SIA)、国際プロフエツショナルセキュリティ

協会、セキュリティシステムとアラーム監視委員

会(SSAIB)及びとりわけUK Cards Association 

(英国カード協会)

http://www.bsigroup.com/en-GB/ about-bsi/ 

media-centre/press-releases/20 15/ july /Secu 

rity-management-standard-is-published/ 
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|シリーズI[IIfij年版を活かす:第1岡 司圃

18.0900'1 : 201 '5年版の
“乙ころ"を読む

東京大学名誉教授飯塚悦功

舎号より f2015年版を活かす， J をテーマに、 4告の方々によるリレ一方式で、

"2015年版への思い'を語っていただきます.認証の移行期間は3年です.舎まさに移

行の単舗を始めている方、これから取り組まれる予定の方・・・皆さまのマネジメント

システムにとって、より効果的なものになることを闘います.乞うご期待ください!

私は長いことIS09000シリーズ規格に関わっ

てきた。 1982年にTC176園内対応委員会ができ

たとき以来だから30年以上になる.国僚会議に

は1985年の東京総会から出席し、その後も自身

が担当している委員会・ WG・タスクには、よほ

どのことがない限りマジメに出席してきた。

だがいまは、 3年前に2000年から務めてきた日

本代表を辞し、 2年半前のボルト(ポルトガル)

会識を最後にTC176国際会議の第一線からは退

き、 lS09001改訂審議の圏内支援部隊として前

績の様子を静かに見守っている.そうした立場
をわきまえて、できるだけ淡々と改訂規格の活

用について考察したい.

.IS09001という規格

IS09001は、いうまでもなくQMS (Quality 

Management System: 品質マネジメントシス

テム)の一つのモデルである.より広く深い範

囲に焦点を当てたモデルとしてお09004があ

る。品質マネジメントのモデルや指針としてな

ら、品質立国日本の立役者ともいえる「デミン

グ賞」がある。 1990年代には「経営品質J とい

う概念を広めた「日本品質経営賞」がある。そ

の元祖の米国の「マルコムポールドリッジ国家

品質賞」もある.

いずれもが、経営(事業運営)における品質

の重要性を指摘し、利益を性急・浅薄に求める

のではなく、顧客に焦点を当てた経営こそが本

来の経営であり、その経営は結果的に妥当な利

益をもたらし、それが持続的な顧客志向の経営
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を支える原資となる、と説いている。

1S09001を基串とするQMS認証においては、

当然のことながら、品質のためのマネジメント

システムが問題にされる。この「品質のための」

に大きな意味が潜んでいる.品質 (IS09000)

は、環境 (14000) 、食品安全 (22000) 、情報セ

キュリティ (27000) 、エネルギー (50000) な

どのためのマネジメントシステムとは相当に性

格が異なることに注意した方がよい。

あらゆる組織は、製品・サービスを通して顧

客に価値を提供するために設立され運営され

る。品質とは、顧客に提供した価値に対する顧

客の評価と考えると、品質マネジメントは、経

営の中心に位置づけられ、事業運営の相当部分

を対象とすることになる。

「環境J は、現代の経営において重大な考慮

を払うべき、経営の一つの側面である.それに

対し「品質」は、ある一つの側面というより、経

営において中心に位置づけるべき、経営の重大

関心事といえる。

品質が経営の中心に位置づけされるべきもの

であるという考え方にとそ、 IS09001を経営の

有効な道具にするヒントがある。認証のための

QMSの形式的運営とホンネの経営というこ重の

マネジメントシステムの運営から脱却し、 1S0

9001を組織の経営の基盤とする考え方に気づく

べきである.

.IS09001 :2015改訂版をどう受けとめるか

IS09001:2015は、 1987年の初版から数える



と、 2度目の大改訂となるo 1994年に小さな改

訂、 2000年に大改訂、そして2008年にその追

補版発行という歴史を経てのことである。ご承

知のように、今回の改訂に伴うQM5認証の移行

期聞は3年である。 2000年の大改訂のときでさ

え2年であった乙とを考えても、今回の改訂は小

さいとは言えない.

それにもかかわらず、認証機関の一部には、

本質的には何も変わらない、基本的にいまのま

まで移行が可能と説明しているとの噂を聞く。

認証組織を逃したくないからなのかもしれない

が、いかがなものかとその見識を疑う。

基本的には、 QM5の性格、すなわち目的や

Scope (適用範囲〉は変わらない.品質保証の方

法論として、そのレベルを大きく上げたわけでは

ない.だから、認証組織を恐怖に陥れたくない認

証機関の言うことは、ある意味では正しい。

私が気になるのは、「いまのままで移行が可能」

という点である。目的も適用範囲もレベルも基

本的には変わらないが、 QMSの目的(=顧客満

足〉を以前より効果的に達成できるような工夫

がされている。

最も大きな変更は、構造と言えるだろう.マネ

ジメントシステム規格の共通構造、共通テキス

ト、共通用語を規定する「附属書SLJ の構造に従

うようになったからである。だが、このことは、

規格の要求の本質的内容にはあまり関係ない.

むしろ、附属書SLに沿った要求事項になっ

て、箇条4が規定する、組織の状況に応じた

QMS構築、あるいはQM5の自律的設計が、大き

な変更と言える.だが、 I509001のとれまでの

版の序文に、「組織の状況に相応しいQM5を構

築・運用するようにJ との記述があったととを

考えれば、変更と言えないかもしれない.賢い

対応を期待してきたのに、受動的な対応しかで

きない組織が多いことから、「自律的なQM5設

計』の方法を要求事項に明示したとも言える。

今回の改訂は、 lS09001という認証基準に対

し、軽営の実態から離れても表面的・形式的に

基串に適合して認証を取得さえすればよい、と

いう受動的・迎合的な対応から按け出す好機と

受けとめたい。

-箇条4に車種に対応する

ととで「附属書SLJ と略称しているものは、

rI50/IEC専門業務用指針」第1部の附属書

(Annex) の一つにMSS (マネジメントシステ

ム規格)の提案や決め方などを規定するものが

あり、そのAptJ田凶ix2のMSSの上位構造、共通

の中核となるテキスト、共通用語、定義などを

指している.

附属書SLのうち、組織の状況に応じたQMS構

築、あるいはQMSの自律的設計を規定するのが

箇条4.1.......4.3である。それほど長くないので引用

しておこう.ここでxxxには、品質とか環境と

かの用語が入る。

附属書SLの共通テキスト(箇条4.1-4.3)

4 組織の状況

4.1 組織及びその状況の理解

組織は，組織の目的に関連し，かつ，そのxxxマネジメントシステムの意図した成果を達
成する組織の能力に影響を与える，外部及び内部の課題を決定しなければならない.
4.2 利害関係者のニーズ及び期待の理解

組織は，次の事項を決定しなければならない.

-xxxマネジメントシステムに関連する利害関係者

ーそれらの利害関係者の，関連する要求事項

4.3 XXXマネジメントシステムの適用範囲の決定

組織は， xxxマネジメントシステムの適用範囲を定めるために，その境界及び適用可能

性を決定しなければならない.

乙の適用範囲を決定するとき，租織は，次の事項を考慮しなければならない.
- 4.1に規定する外部及び内部の課題

- 4.2に規定する要求事項

xxxマネジメントシステムの適用範囲は，文書化した情報として利用可能な状態にして

おかなければならない.
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1S09001:2015は乙のテキストを骨格として固

有の要求事項を加えている。以前の版では明示

的には要求されていなかったQMSの自律的設計

の方法に関する規定の本質は乙の短い箇条に尽

きる。じっくりと読み込んでほしい。組織の目的

は明確か。 QMSの意図した成果は明確か。それ

を達成する組織の能力に影響を与える内外の課

題をどのように特定するか。その妥当性をどう

担保するか。 QMSの利害関係者の要求事項ほど

のようなものか。乙れらをもとにQMSの適用範

囲 (Scope) を合理的に決めているか。さてさ

て、乙うした分析・考察をどう行えば、乙の要求

事項に適合と言えるのだろうか。認証がどうの

乙うのより、 QMS、あるいは品質マネジメント

の経営における意味や意義を問われていると言

ってよいだろう。

.PDCAの三重モデル

附属書SLの共通構造は、マネジメントシステ

ムの構造の一般モデルを提示していると考えて

よい。一つの解釈を次の図に示してお乙う。乙

乙に三重のPDCAが表現されている乙とに注意

してほしい。

最も小さなPDCAは、ある製品・サービスの

実現・提供の過程におけるPDCAである。 QMS

レベルのPDCA、すなわちQMSの計画、運用、

改善というPDCAもある。乙れらは1S09001の

以前の版でも強調されていた。と乙ろが、 QMS

に対するフィードバックループにはもう一つ最

も大きなPDCAがある。事業環境、事業構造が

変化すれば、 QMSの再設計が必要である。もち

ろん自ら事業領域やビジネスモデルを変えると

きにもQMSの再設計が必要である。事業環境の

変化に応じて必要となるQMSの革新につながる

PDCAである。

乙れらの設計、再設計を合理的に実施する行

為、それが箇条4.1 "-'4.3に規定されているので

ある。

41 組織及びその状況の理解 114.2利害関係者のニーズ及び期待の理解

14.3XXXマネジメントシステムの適用範囲の決定'
4.4 XXXマネジメントシステム

5 リーダーシップ
5.1 りーダーシップ及びコミットメント
52 方針， 5.3 組織の役割，責任，及び権限

6 計画
6.1 リスク及び機会への取組み
6.2XXX目的及びそれを達成するための計画策定

P 

XXXMS 

C 
9 パフォーマンス評価
9.1 監視，測定，分析及び評価
9.2 内部監査
9.3 マネジメントレビュー

表示2. 附属書SLの構成

6 

7 支援
7.1 資源
7.2 力量
7.3 認識
7.4コミュニケーション
7.5 文書化した情報



.IS09001の有効活用

IS0900 1 :2015の内容の充実には、組織の状
況に応じたQMS設計・構築(箇条4.1.......4.3) の

他にも、以下のような事項がある。

-事業への組み込みの強化 (5.1， 5.2)

.QMSの方針及び目標と組織の戦略との密接な

関連付け (5.2， 6.2)

・リスクへの取り組み (6.1， 9.1.3) 

-パフォーマンス改善要求の強化 (9.3， 10.1) 
・一層の顧客重視(5. 1.1 ， 5.1.2) 

-文書類に対する一層の柔軟性 (7.5)

.組織的な知識の獲得 (7.1.6)

-ヒューマンエラーへの取り組み(8.5.1)

いずれも、これまでの版のQMS基準に合理的

に適合しようとすれば、自然にそうするだろう

というような要求事項ばかりである。今回の改

訂は、それらを明示的に要求しているだけのこ

とだ、と受けとめればよい。

今回の改訂の最も大きな点は fリスク」だと

いう方もいる。だが、良く考えてみてほしい。何

ごとであれ、計画立案においては、リスクを考

慮するのが当然であり、賢い人や組織はそれを

やってきた。今回の改訂版では、そのことを「リ

スクに基づく考え方」と称して解説し、要求事

項に明記しているだけのことである。

fパフォーマンス改善要求の強化J というの

は、 2008年改訂のときに議論になった“üutvut

ma抗ers" という課題に対する回答である。すな

わち、 lSO 9001の要求事項に適合していても、

そのQMSの運営の結果としての製品・サービス

が顧客満足というQMSの目的を達成できないの

はおかしい、という問題提起への対応である。

その心は、 QMS要求事項への適合が、 QMSの目

的にどのように貢献するか、その目的・手段関

係を理解したうえで、効果的なQMSを構築・運

営すべき、というところにある。

「組織的な知識の獲得j は、 QMSというマネ

ジメントシステムの運用においては、それに埋

め込まれている製品・サービスに固有の知識・

技術が重要であり、 QMSという f仏」を作った

ら、知識・技術という「魂J を入れなければ、そ

のQMSは効果的なものにならないということか

ら明記された要求である。これも賢い組織は、

以前からそのようなIS09001適合QMSを構築し

運営してきた。

例を挙げていけばキリがないのでこれくらい
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にしておくが、 IS09001:2015には、これを基盤

にして、自らの事業に相応しい〈競争優位の)

QMSを設計・構築・運営するためのヒントが詰

まっている。どうか深読みをしてほしい。そう

すれば、認証という手段を目的化することな

く、これを道具にまともなQMSを構築・運用で

きるだろう。

-まとめ
つまるところ、 IS09001 というQMSモデル、

あるいはIS09001を基準とするQMS認証という

社会制度は、それを参考にし、それに対応する

組織にとって、経営を取り巻く事業環境の一つ

の要素に過ぎない。

そうした環境において、まともな経営をして

いくためには、自律性が必要である。事業の構

造(どのようなプレーヤーがいて、どのような

関係になっているか)を理解し、誰にどのよう

な価値を提供すべきか、そのために自らがどの

ような能力を持つ必要があるか、それらの能力

を日常化するためにどのようなQMSを構築すべ

きかを考察する必要がある。その考察におい

て、大いに参考になり、自らが構築すべきQMS

の基盤になりうるのがIS09001のQMSモデルで

ある。

飯塚悦功先生が会長を務める

“超ISO企業研究会"
『品質経営j に取り組む、あらゆる組織をサポート

する最強のパートナーとして活動しております。

ご関心のある方はぜひアクセスください。

ホームページ:https://www.tQm9000.com/ 

メルマガ:毎火曜配信中(登録無料/HP参照)

超180サロン:飯塚先生を中心に、月1固テーマを設け
参加者で語り合います二

問合せ:info-chou-iso@technofer.co.jp

好開売占!3
IS0900 1 :2015対応

プロセスアプローチツール
〆新要求事項・事業プロセスがわかり、

〆強化されたプロセスアプローチ対応ができ、

〆全社を巻き込むQMS構築(2015年販制す)が

できます。移行審査の強い味方です。

〈ソフトウェアのダウンロード型タイプ〉
問合せ:044-246-0910 高原



「

テクノファ最新ニュース

1509001/14001 マニュアル移行サポートサービス

桜町〉一一一 テクノファのマニュアル移行
サポートサービスは・ . . 

. 2015写版にnnべ笛え
・ 差分を表示(咽確他)
・ 解説文、規鱈解説
テキスト CP印二)柑
をデータで遅却します

このサービスは、皆さまが移行の瞭かなりの時聞を要している『差分の分析」を、品質/環境マニュ

アルデータを受領様、改訂マニュアル原案のスタイルにしお戻しするという画期的なサービスです。
品質/環境マニュアルのデータファイルをMicrosoft Word@でお預かりし、【最速3営業日Iで

Microsoft Word@で返却致します。

。富士山の5合固までを自動車でスイスイ量るHイメージ!これがマニュアル新守サポートサービスです。

サービス内容 I QMSのみ/EMSのみ | 統合マニュアル
基本サービス I 27.500円{税制.... I 75.000円{税別)-
Aタイプ+マニュアル記述倒 I 38.500円{税別).... I 97.0∞円{棚IJ)..... 
Bタイプ+訪問指導2日 I 200.000円(糊}..... I 250.0∞円{糊)..... 
※QMSとEMSの統合マヱュアルも承ります(プラス7官襲目)

*マニュアル改訂以外のコンサルテイングもご相掻ください。*

*東京会場もご利用ください女
東京駅から歩いてすぐ!

女第6回大阪フォーラム開催食
テーマ: r規格に使われない、

2015年版規格を使いこなす』
。TKP東京駅日本橋カンファレンスセンター

(東京都中央区八重洲)
. JR r東京駅J 日本橋口徒歩4分
東京メトロ「日本橋駅J A1 出口徒歩1 分

。開催コース(一例)
-各種審査員研修コース
.各種内部監査員コース
・新規格対応コース(移行関連コース) 他

企画・編集/株式会社テクノファ

より実効的・実底的なマネジメントシステムの再構築のヒ
ントとなる講演とパネルディスカッションで構成します。

日時: 2016年7月 27日{水) 13:30.....17:00 
場所:大阪科学技術セン省一 8F大ホール

地下鉄四ツ橋組肥後編駅/本町駅徒歩7分

参加費:無料

{申込み}
http://www.technofer.co.jp/convini/f167.h甘nl

干210-0006 川崎市川崎区砂子 1-10-2 ソシオ砂子ピル

TEL:044-246-0910 FAX:044-221-1331 

ホームページ今ht回://www.technofer.∞.jp/ 
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